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る血液との関連から検討する必要がある.夫等の関係を示唆するものとして B.L. Larson 
& G. W. Salisburg2)は牛の精紫蛋白の分画が牛乳，血清蛋白と具なる，又 Hartree，E. F.
& T. Mann3)が精探中に含まれる， Plasmologenと精紫脂質とが精子活力に関与すること








年令によって影響されることは J.E. Johnston & Ceci¥ Branton7)， Philips， R. W. K'1app， 
B & Heemstra， L. C.巴ta1.8) ， Mercier， E. & Salisburg， G.V.r9)， Mercier， E &Salisburg， 
G. W.10) ，Erb， E. R. Andrews， F. N & Nilton， 1. H.l)， Anderson， J.12)， Erb， R. E & 
D. R. Waldo13)によっても詳細に報告されている.造精機能を精子形成から論ずることは，





から D，Olds， D. M. Seath & M. Capenter et a1.l4)， E1ipse， R. 1.15)， D. R. Melrose16)， 
M. H. Ehlers， F. H. Flerching巴r& Erb， R. E.!7)， Salisburg， G. W & Bratton， R. W.18) 
Bratton， R. W. F∞te， R. H. Musgrave， S. D. & Van Demark， N. L.19) ， Smith， A. U. 
& Polge， C.2D， E. L. Willett & G. L. Larson2)， Melampy， R. M. Homeyer. P. G & 
Porter.1.C.23)， Willett， E. L.24) ， E. L. Willett25)， Salisburg， G. W.26)によって検討が，行
なわれている.又， 1. L. Albright， R. E. Erb & M. H. Ehlers27)， G. r. Howe & R. J. 
Flipse28)， W. E. Erickson & E. F. Graham29)は卵黄成分の精子活力に与える効果，又1.
H. Yates & Durward Olds30)は牛の卵胞液の精子活力に及ぼす影響について報告してい
る.以上の研究業績から皐丸機能と精子活力とを結びつけて総括的に説明することは至難
であり，又稀釈精液について本来の精子活力を究明することは困難である.前述のように


























っている.又 J.Avigan， H. A. Eder & D. Steinberg34)， はOncley，J. L.の述べている
血清脂質は，本質からみて，すべて蛋白と結合していると云う報告を支持し，脂質蛋白が
異った機能をもつことは，脂肪食餌，に続いて起る脂質蛋白濃度の変化から究明出来るだろ
うと示唆している.他方脂質については， M. A. Everett， vValter， D. B10ck et a135)は特
発性過脂肪症の血清脂質についての不飽和脂肪酸の影響について，食餌性脂肪が血清脂質
標準量に影響があり，特に脂質の低下の原因になるものは，食餌の不飽和脂肪酸容量の釣


















もの， 10~150/0，男子の障害によるもの ， 30~50 0/0， 女子の障害によるもの ， 40~600/0， 
原因不明によ るもの，2~5 0/0 と報告している.このように，雄側からだけみた結果で，
本来の受胎率の良否を検討することは困難であるが，人工授精技術上 3固までの穏付で
受胎した場合は精子活力は良好と認められている.精液注入雌の受胎頭数を 100として，













6~7から 1 : 4 .5~5.0 に下げることによって種付回数 1.62回で受胎率を 83 .6%に上げる事
が出来ると報告している.之等の研究から著者は受胎率に関与する精子活力，精液成分
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た.精子活力と関係のある S.D. H G-aseの定量は， Seligman， A. M & Rutenberg， A. 
M37) 並びに市川収38) の方法を用いた . 即ち稀釈精液 0 .5m l を基質液 0.1~ゐ ditetrazolium
Chloride 1 : O.liJl琉泊酸ソーダ 1: O.lJ1f燐酸緩衝液1:潟水 1計4.0ml液に入れ，370C 
の下に1時間作用させ，その後酢酸エーテ/レ5mlで色素を抽出して530mμの光電光度計で，
Diformazanの色調を測定しそれを T量で計算した.P-aseの測定は市川，小倉39)の方法に
従い，基質液は 0.02%s-naphthyl-phosphate液 Veronal緩衝液は AcidP-aseの時p
6Z 
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極付頭数 No.2295 計総頭数 988
No.3 530 
種付率 ¥ 2固までの種付率 (，96') 3回以上での種付率(%)
調育¥斡¥No.l¥No. 21No. 31平均 No l[No. 21No. 31平均
1月 80.0 53.9 67.0 20.0 46.2 33.1 
2月 58.8 77.2 68.0 41.2 22.9 32.1 
3月 69.6 68.5 69.1 30.4 31.5 31.0 
4月 61.9 53.6 57.8 37.9 46.3 42.1 
56 月 63.5 50.9 57.2 36.4 49.1 42.8 87.2 72.3 79.8 11.8 27.7 19.8 
78 月 87.8 76.7 82.3 14.7 23.4 19.1 91.2 70.5 61.6 74.4 8.8 29.5 68.0 35.4 
9月 87.3 91.2 80.0 86.2 12.7 8.9 20.0 13.9 
10 月 70.0 22.8 30.8 36.4 30.0 
11 80.0 I 75.4 I 69.1 74.8 20.0 24.6 30.9 25.2 
12月 68.7 I 75.8 I 65.1 69.9 31.3 24.2 34.9 30.1 
総平均 71.3 19.1 25.9 36.4 29.6 
Tabl巴 3 実験開始前(昭和32年度)の種付率
No.l 913 
種付頭数 No.2851 計総頭数 2710
No.3 946 
種付率L:回までの種開(，96') 3回以上での種付率(，96')
咋¥話1No. 11 No. 21 No. 31平均 No. 11 No. 21 No. 31平均
1月 92.6 61.3 40.6 64.8 7.5 38.7 59.4 35.2 
23 月 67.5 66.2 50.0 61.2 32.6 33.8 50.0 38.8 68.2 58.8 55.7 60.9 31.9 41.2 44.3 39.1 
4月 74.8 86.4 86.2 82.5 27.5 13.6 13.8 18.3 
5月 82.3 83.9 62.7 76.3 17.7 16.1 37.3 23.7 
6月 75.7 63.4 65.0 68.0 21.5 36.7 34.8 31.0 
7月 56.2 59.4 60.2 58.6 43.7 40.5 39.9 41.4 
8月 50.0 63.2 52.2 55.1 50.1 36.7 47.7 44.8 
9月 54.3 64.4 54.4 57.7 45.7 35.6 45.6 42.3 
10月 54.3 54.4 48.3 52.3 45.8 45.5 51.8 47.7 
11月 40.5 48.5 45.7 44.9 59.6 51.5 54.2 55.1 
12月 39.1 37.8 40.7 39.2 61.0 62.2 59.3 60.8 




昭和31年度におャては 2回までの極付率では 4月 5月に種付率は低下し 6月，
7月にその率は上昇して 9月で最高に達し， 10月， 11月には又種付率は減少する傾向にあ
る.3回以上での穏付率では逆に 4月 5月で最高に逮し 6月 7月にその率は減少し
て8月で又上昇して 9月で減少し10月に入って種付率は上昇して行く傾向にある.牡牛の
個体別的変化の特徴は 1月 2月，8月， 12月に現われている .I昭和32年度においては，
2回までの種付率では 4月にその率は最高であって 5月以降は種付率は減少の経過をた
どる. 3回以上での穏付完了率では 1月 2月 3月が良好であって 4月に低下し逆
に 5月以降は上昇の経過をたどり ，12月に種付率は最高に達する.牡牛の個体別的変化の
特徴は 1月 2月 3月 5月 6月 8月に現われている.実験中の飼料構成は第4
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実験前1e~0.91 18. 1~町 皇配乾駐室合車草it。 1.2 7.8 i 5.1 2.06 3.93 
6. 22以降-i10.83~09181~87 31100 生ビ草ー 3ト000.5 1.3 10.1 6.7 1.76 4.85 
No.l 
7. 1以降{II司上 向上 37.05デノントコン15.0 1.0 7.3 6.0 2.07 4.06 
4以降(向上 l可 J二 向上 1.1 7.3 5.4 1.77 4.26 
実験前{ :0.91~1018.8~9.5 自己合4.5 乾草10.0 1.2 7.8! 5.1 2.06 3.93 
l 乾配毛合草b. 、3.0 ピ ト0.5 1.3 10.6 6.8 1.96 4.91 6.22以降 0.91~1.08.8~9.5 12.0 生草30.
No.2 
7. 1以降{II司上 同上. 位配 37.05デントコン15.0 1.0 7.3 6.0 2.07 4.06 
4以附 lnJ 上 同 t いj 上 1.1 7.3 5.'1 1.93 4.26 
実験前{
0.83 8.1~8.7 配合4.5 乾草10.0 1.2 7.8 5.1 2.06 3.93 ~0.91 
6叫 傑 0.83 8 . 1 ~8. 7 配合2.5 4il:草10.0 0.9 9.4 9.2 2.02 5.58 ~0.91 
H以降(向上 向上 配合2.0 乾草12.0 0.9 7.2 6.7 1.98 6.04 
No.3 
則、|符{ 乾配乾合草2.0 ビ ト0"向上 |両]上 130 生草30. 1.2 13.9 10.4 1.73 5.38 
7. 1以降{向上 同上 1.5デ ン トコγ15.0 0.7 6.3 7.3 1.09 5.07 7.5 












は給与DCP，TDN は夫々1.0~1.3kg， 7 . 3~ 10.6kg，蛋白 -1殿粉比は4.06~4.91 として飼料
給与区分を三つ設けた.又No.3は，給与 DCP，TDN は夫々 0 .7~1.2kg ， 6.3~13 .9kg ， 
蛋白一澱粉比は 5 .38~7 . 60 として飼料給与区分を五つ設けて， その夫々 の区分か ら精液を
採取した.実験中の精液性状は第5表，第 6表参照.
Table 5 実験中の精液1生状 (第1表)
実験
時
No.1 No.2 No.3 
回数 精液(c量~[ pH I活(力俳)1精(億子/c数c) 精液(c量~I pH I 活(力制)イ|精億子/c数c) 精液(c量c)l|νn口HI活(力十社)[精(長
No. 1 5. 1 8.0 6.4 80 10.0 6.3 70 
No. 2 3 12.0 5.6 80 
No. 3 5 9.0 6.2 85 14 8.0 5.7 80 
No. 4 9 7.0 6.2 80 6.0 6A 80 16 
No. 5 10 8.0 5.4 75 
No. 6 12 9.0 6.0 70 7.0 6.2 70 
No. 7 15 7.0 6.2 70 10.0 6.4 80 15.0 6.2 75 
No. 8 20 5.0 6.1 80 17 4.0 6.6 85 18 7.0 5.8 80 
No. 9 22 10.0 6.0 80 9.0 6.2 80 6.0 5.5 70 
No.10 26 8.0 6.4 80 6.0 6.2 80 
No.11 27 10.0 6.4 80 16 
No.12 28 10.0 6.2 80 17 7.0 6.2 75 




No.1 No.2 No.3 
回数 精液(c晶~I p、u口 I活(力仰)1精(億子/c数c) 精液(c量~j pH I 活(力刊)1精(億子/c数c) 精液(c量~! pH I活(力時)[瞳精子Lc数c) 
No.13 6. 12 6.0 6.4 85 18 7.0 6.2 85 18 7.0 6.0 75 17 
No.14 14 9.0 6.2 85 8.0 6.0 85 6.0 5.8 70 
No.15 17 8.0 6.0 85 10.0 6.2 85 8.0 5.7 70 
No.16 24 5.0 6.2 85 7.0 6.1 90 8.0 6.2 85 
No.17 27 5.0 6.2 85 18 7.0 6.5 90 18 6.0 6.4 85 
No.18 7. 1 5. 6.3 85 6.0 6.4 90 6.0 6.5 85 
No.19 4 4.0 6.4 85 5.0 6.8 90 6.0 6.5 85 
No.20 7 6.0 6.5 80 
No.21 8 10.0 7.0 90 15 5.5 66 80 17 
No.22 11 6.0 6.6 80 6.0 6.8 90 7.0 6.4 85 
No.23 19 7.0 5.8 8.0 → 7;0 6.4 
No.24 24 5.0 6.4 80 13 10.0 5.8 15 10.0 6.8 15 
No.25 28 6.0 6.2 80 8.0 6.2 90 6.5 80 
No.26 31 7.0 6.2 90 7.0 6.8 85 10.0 6.6 75 
平 均 6.0 6.2 83 16 7.0 6.4 88 16 7.0 6.3 79 16 




















ている.即ち蛋白-l殿粉比=1 : 4.85， 4.91区分におU、てはNo.1は実験前の飼料構成時と
同じ活力であるのに対して No.2は活力のi曽進が現われてくる. 蛋白一澱粉比=1 : 4.06 
区分においては No.1， No. 2共飼料構成の影響を受けないで各個体の活力を保持してい
















総平均 I7.3 I 6.2I 81.~1 15.6 
Table 8 精液の Phosphatase1反応と SuccinicDehydrogenase反応
実!険性竺ヨーーヱピ 一一一 I _ _ ~・ 2 一一一ーし -竺 3














5. ]5 31.0 20.05 4.0 
20 2-1.0 27 
26 
6. 17 26.5 13.05 27.0 2日
24 26.0 10.1 13.0 24.0 27 
7. " 20.05 7.05 29.0 16.05 24 8 20.3 7.05 1.0 27.05 34 
Il 40.3 15.05 :3，1.0 25.05 2U 
19 20.2 8.05 19.0 26.0 25 
24 20.0 4.0 4.0 20.3 24 
28 22.05 22.0 t 20.2 2E 
31 19.05 27.0 29.0 Coagu 2E 
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峯丸機能並びに惰子ilfj力に及ばす休刊を成分変動の影響一一司有森
Fig.3. 精子活力とPhospatase反応， Succinic dehydrogenase反応との関係 (No.l)
lλ 今一 0-一一ー'1 NF' 〕ーー ーー }ー '. ..'.0、
10一一一一 一』 、0一一一一一一--一一一ーー O 
JO H - v一一一ーか~ 0 





















Z今 ゐ + 川 '1 ψ ~ l 31 
Fig. 4. 精子活力止 Phosphatase反応， Succinic dehydrogenase反応との関係 (No.2)
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験前の時よりも低下するが，その比を 1: 5.38~5.07 にすることによって活力が著しく増
進する現象が現われる.再びその比を 1: 7.60にすると， 1 : 5.58~6.04 区分の時と同じ
活力の消長が現われてもよいが，飼料給与による影響を受けることなく，精子活力が持続
され， No.1， No.2の混合型のよ うな精子活力が示される.一方精液の P-ase反応と精子
の Mitochondriaに存在する琉泊酸脱水素酵素の量が，精子運動と関係があるのでその精
子の Succinicd巴hydrogenase(Succinic DHG-ase) 反応を調べると次の結果が得られた.
第8表参照.全般的には AcidP-aseには著しい差異は認められないが，Alkaline P-ase 
には量的変化がみられ，この変化は個体についても著明である.Succinic D. H. G-ase反
応においても同様な傾向がある.個々の供試牡牛についても第5表，第 6表の精液性状と
を比較して，この成績を検討してみる.第1回~第4回の実験，即ち実験前の飼料構成に
よる飼養管理下では， Acid P-ase， Succinic D. H. G-aseにおいては供試牡牛 No.1，
No.2， No.3は大体同じ数値であるが， Alkaline P -aseの精液含宥量には個体的な明らか




第 5回の実験では， Noム No.2の精子活力は夫々悦85，十社90であり SuccinicD. H. G~ 
aseでは，前者は13.01'， 後者は22.01'となり精子活力と SuccinicD. H. G-as巴は関連があ
るように思われる結果が得られ，Acid P-ase量には余り大きな変化はないが， Alkalin巴
P-ase量が低くなる時に精子活力は増進される傾向にある.第6回の実験では， No.1， 
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を通じて一般的に云えることは， Acid P-aseに比較しての AlkalineP-aseの量的変化は
未成熟精子の多いことに関連するように思われる. No.3の供試精液では次の結果が得ら
れた.第5図も参照.第4回の実験においては精子活力掛70で SlIccinicD. H. G-aseは痕
跡程度であり，その時の AlkalineP-aseはAcidP-aseに比べて異常に高い数値を示して
いる.第5回の実験では，精子活力は-llt85と増加し SuccinicD. H. G-aseも46.01'と急激
な増加が認められ， Alkaline P-aseも AcidP-aseに比較して減少してし、る.第6回の実
験においても，精子活力は叫85であるが， Acid P-aseの変動によって， Succinic D. H. G-
aseは35.01'と減少値を示し，第7回の実験では，精子活力は制80と減少した結果， Succinic 
D.H. G-aseは25.01'と更に文減少し， Acid P-aseの変化が現われて来る.この成績はNo.1，
No.2における第 6 回の実験までの成~，責と同じ傾向を示し，第 8 回~第12回の実験において
は， No.1， No.2のその時の実験とは逆に，精子活力と SuccinicD. H. G-aseとの関連性が
保たれる結果を得た.
V.考察
受胎率には 2年の統計からみると周期が現われてくる，即ち4月 5月に低下して 6月
からその率が上昇して再び8月 9月に最高に達し， 10月に減少し始めて翌年の 4月に最
高に達し 5月に入ると減少し始める現象である.又供試牡牛による受胎率は 1月 2月，
3月 5月 6月 8月に個体別の変化が現われ '1月 9月， 10月， 11月， 12月にはそ
の変化が現われないことは Wislocki，G. B5)の報告と大体似た造精機能の傾向を乳牛にお









ことを示唆している.精液成分の P-aseと精子活力に関連のある SuccinicD. H. G-aseの
量的変化を検討してみると，全般的に AcidP-aseは時期的差異は余り現われないが，
Alkaline P-ase， Succinic D. H. G-aseは量的の時期的変化が現われ，又個体的にも変化す
る結果が得られた.実験前には AcidP-as巴， Succinic D. H. G-aseはNo.1，No.2， No.3と
も大体同じ数値を示し，一方 AlkalineP-aseはNo.3が最も高い数値を示し， No.2， No.1 
の順序となって，活力のよいものほど， Alkaline P-as巴は低い傾向を示した.実験中の飼
料構成変化期では No.l，No.2とも精子活力が増進されて 5回 6巨|の精液においては




おいては，精子活力と SuccinicD. H. G-aseとの平衡が破れる現象がおきてきた.この現
象は， Rottensten， K & Anderson， H40)のYolkcitrateで乳牛精液を1:15，1:31，1:47の比
率で稀釈した精液を用いての受胎率は夫々54.0%，51.9%， 50.6%の成績を示し，1: '17以
内の稀釈限度内では，精子数での授精への影響はないという報告から，平衡状態の破れに
は未成熟精子が原因すると思われる.この時には， Acid P-a誌に比較して， Alkaline P-
aseの量的変化が顕著にあらわれている .No.3にお いては 4回では精子活力耐70で，
Succinic D. H. G-aseは痕跡程度であり， Alkaline P-aseは AcidP-aseに比べて異常に高
い数値を示してヤる .5回では活力州85に増進することによって， Succinic D.H.G-aseも
培加し， Alka1ine P-aseは著しく減少するが 6回では活力が制85と同じ状態であるにも
かかわらず SuccinicD. H. G-as巴は低下し，ここにも未成熟精子の現象が発現される.
この時には又AcidP-aseの増加もあらわれる .7回では活力は桝80と減少することによっ
て， Succinic D. H. G-aseも平衡して減少し， Acid P-aseもこれに伴って変化している.
これまでの精子活力と SucinicD. H. G-aseの増減現象はNo.1，No.2の6固までの成績






1.受胎率を雄側からみると ，月J:lIJの変動があり 4月 5月に低く，6月に上昇して 3
8月に干写び低下し 9月に最高になり ，10月から減少し始めてゆるい低下が続くようにな





2. Succinic D. H. G-aseと P-aseにおいては，Alkaline P -aseとSuccinicD. H. G-as巴
は時期的又個体的変化が現われるが， Acid P-aseにはその変化が余り現われない.
3.精子活力のよい精首長程 AlkalineP-as巴は低い傾向を示し， Acicl P-aseの量的変化
が顕著でなかった.
4.未成熟精子の多レと思われる精械におU、ては Acic1P-as巴が増加し，又 Alkaline
P-as巴の量的変化がおこる.且つ SucciuicD. H. G-aseの量的増減があるこ とは，精子活
力と SuccinicD. H. G-aseの聞には関係が少ないことを示している.
第 2章 無精子症宰丸の組織化学的検討
1.意義
所謂， Aspermiaに於ける造精細胞の変化を Brachet，J & R. Leener45)の細胞分割期，












あるが，その stressが強度で且つ作用時聞が長期に亘る時は， Sertoli cel， Spermatoseries 
(即ち Spermatogonia，Primary spermatocytes) の殆んどが変性退化して細精管上皮細胞は
崩援し， 多核巨大細胞の Spermatocytesがそれに代って出現する.この時期には間質の









時間では， S巴condaryspermatocytes (2nd SPC)は Prophaseを中止するが，SPCは死後
16時間でも Mitoseがみられ，且つ僅かではあるがProphaseがあることと，Spermatogon ia
























組織固定としては， Haematoxyline-Eosin は Bouin-fluid. Desoxyribose nucleic acid， 
Polysaccharidesには Camoyfluid. Lipoid. Lipoprotein， Ketostroid， Ketosteroids-Protein 
Complexには Bufferedformalin fluid (P. H. 7.0). Trichrom には Zenckersfluid. Deso. 
xyribose nucleotidesには Chromfluid. Sudan好性には Bufferedformalin fluid に 2~3 日




Manus methode， Lipoidには Hack'sprocedure for Lipoids app1ied to plasmalの市川法54)，
Sudan好性には Feldmanprocedure for Sudan black B stain for lipoid， Lipoproteinには
Lillie's p巴rformicacid Schiff reaction for ceroid as a I ipoprotein ， Ketost巴roidには Ashbel
& Seligman methode usind with 3-hydroxy-2-naphthoic acid hydrochloride for Ketosteroid， 
Ketosteroid Protein Compl巴xに:i:Zinsser's methode， Trichromには Masson'sStaining， 









細精管上皮の Spermatogenesisの Pathological所見は Oberndorfの分類によった.第6
図参照.これを解説すれば第9表の如くなり，本研究材料の Aspermia廃用種豚は細精管
内に Spermが現存 (Plate2， 3 Plate 13) しているのでl. n型である.これらの型から
造精作用を考える時に明らかに SPG，SPC， SPTDの細胞学的な性状の変化と関連がある
ように思われる.Tobias，P6l)は Spermatogenesisに関する細胞分裂過程を明瞭に分類した.
即ち Dust1ikespermatogonial nucl巴iと SPCの各 Nuclei の性状との関係を GroupA， 
Dust like spermatogonial nucleiと Premeioticnucleiの出現した SPCの各 Nucleicの性



































































































2nd SPC (Secondary spermatocyte) 
SPTD (Spermatid) 
D (Dust-like sp巴rmatogonium)
PM/a (First generation of crust-lik巴spermatogonia)
PM/b (Second generation of crust-like spermatogonia) 
PL (Preleptotene) L (Leptote悶)
Lz (Lepto-zygotene) Z (Zygotene) 
Zp (Zygo-pachytene) P (Pachytene) 
PDp (Pachy-diplotene) Dp (Diplstene) 
DK (Diakinesis) MA (Metaphase-anaphase) 
Tr (Metamorphosingspermatids) 
C (Columns or bundles of sp巴rm)
W (Sperms with drawing from sertolian cytoplasm) 
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認められるものにあってもSl'CのVacuo¥ar-degenerationがある.これは明らかに Nuc¥eus
segmentationが弱いことを示してU、る.第 九には おpermalogenencsisの弱u、ものは 舟生に











用の奥fit-を究明する事:にした.最初， 1E染色で問細胞を鋭1会する と， :iE'i:;問剥1胞にもi炎黄
色頼粒が認められるが， Aspermiaでは黄色色素 (以下，色素と略す)をもった頼粉.が細
胞質の大部分を I'_iめて点在する.これらの願粒に Plasma¥反応， Sudan black B染 色 を
おこなうと 3 ヶ月豚は(一)-~(+) ， 正常成熟豚は (一)である . この現象については
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Table 10 細精管上皮細胞の細胞学的観祭(無精子症，廃用 3ヶ月，正常成熟，胎児)
d tifiZlfrit主12RilI11:l借住
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Sc. Scarlet d. difuse Br. Brown 
Red Az. Azure 
E. Elaborate gren 
Og. Orange R. 
Nu. Nucleus Gr. Granule Y. Yelow G. Gren









の構成細胞の性状は必ずしもDNAによる細胞分類の Tobias，pGl)の Spermatogeneticcycle 
とは一致しない結果を得た.即ち，正常成熟皐丸は Bix4 (Plate 4)で数多くの Preleptone
sp巴rmotocyticnucleiをもった細胞が基底膜上に出現しPrimarySPCはPachyt巴nestageの
ものであって， Spermは腺腔の中に存在している. 3ヶ月皐丸においては Ai(Plate 5) 
であって 4群の細胞が存在する.即ち， Dust-like SPG， Leptone primary SPG， M巴tamo・
rphosing SPTD，の細胞である.所謂 Aspermia皐丸においては次の様な細胞が存在して
いる.即ち B26-25は Dust-liω をもたない SPG，SPTDの残存があって後の Seri巴Sを
全く欠如している (Plate6)， Y30-80は Bvi，Bix (Plate 7)で Crust-likenucleiが基底膿
に沿って出現し， Pachytene primary SPC， SPTDの数が多くなり， Bundles of spermが
腺腔に後退する.正常成熟と同じ像である. L129-1は Bix(Plate 8)で正常成熟と同じ
像である.村山廃用皐丸は Bvi，Bviiで Bviは Y30-80と同じ細胞像であって， (Plate 9) 
は Crustlik巴 SPGが多くなるが，Pachyten巴 SPC，SPTDと僅かの Spermが存在する.

















SPG (poor) SPTD (poor) 
Bvi 
Bvi Bvii 
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T'able 11 間質細胞と細精管上皮細胞の病理学的観察と間質と細精管の面積比(無精子症，廃用 3ヶ月， 正常成熟)
3th month 一三竺ple Asp紅白a(ChibaNone U凶 nes5 ( (M…ka Kenk出bLJJ22)
Tissue¥materials B26-25 Y3u-SO L129-1 Murayama I Ka工昭wai NO I i N0 2 l N0 3 l N04N0 4 
;2: 抱抱:ly邸 iい;:E抱z芯総:訟訟訟か1路 s| Sis l IHmer-sis i 
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nlasia I 2.Fat i A位。phy 'p~a~.La. 1~..J. a.l. 
1日.SPGの
1 Nu凹巴iCleu凶I路sba印nd1 1.Va印 10峰喧r ほ1.SPGの 1.SPGの
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↓ tion Pyknosis 12. Nucleus 
collapse I hydrops 
106 0.37 0.75 0.51 1.02 ‘当d
Table 12 細精管上皮細胞の SPG，SPC， SPTDの細胞学的観察 (正常成熟 3ヶ月)
mature (Normale No.1~No. 4L _1 3th month (No.1~No. 3) 
SPG SPC SPTD SpGSPC 一 -1--SPTD 
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Nucleus， Plasma → Brown Nucleus→ Brown + Orange Plasma → Brown 























































Table 13 廃用の細精管上皮細胞の SPG，SPC， SPTDの細胞学的観察
mat怠rials None-Usefulness (MurayamaJ______J None-Usefulness (K阻 agawa)
Spermatogenic stage SPG SPC SPTD SpG SPC SPTD 
否両INucle日 .as刊 Nu. I肱 lNu lma i Sperm lMc叫 PlasmaI Nu. 肌日子下郎substance ¥ I .a， U\"'j.""U~ I .1.， J.Q.';'J.，I...lQ. I 1 .L'"u.... J.~u..， I .L .la.o:I.llla. I 
DNA 制 | ー | 叫 1+or廿I - 悦 | 州 | 件 | 件 | ー l排+
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Lipoids 十 | ー + +一+ +一 I + Iー+
upoproteids 神 I-I掛-I怖 @j + 州 |梢 I- 1ft I -怖 σ
Desoxyribose nucleotides I ー 1 - 1 - I - I 時+一 I +十 I - I 
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一一 --Aspermia (chiba No. 1 No.3) 










































like SPGが Leptolleから Zygoteleに変化して Mitoseをおこない， Leptolle primary 





が Asp巴rmiaの細胞学的特徴になる と恩われる.この SPG変性が細精管上皮細胞の性状
に作用すると思われるので之等の各々の細胞について細胞化学的観察を実施して，次の結
果が得られた.第13表，第14表参照.即ち，正常成熟皐丸とAspermia宰丸との特質的相











造精機能が変化を受けること は， 細精管と間質・の聞の質的量的平衡が失なわれる ことが
最も根本的原因のように思われる.この平衡が崩れることは Moor，C. R56)が成犬皐丸の
Cryptochid testisにおいて可能であることを報告しAllen，E. et a14)も発生途上の胎児暴
丸について内分泌学的に細精管と間質の比較をおこなって同様の結果を報告している.又
それらの比較については多くHormonalな研究方法が取られているが， Hormonal的検討
をする前に，改めて Aspermiaを局所的に検討する必要があると思う.Semenは 1) 
Nutrient plasma， 2) Plostata， 3) Seminal vesicle， 4) Various other glandの各外分泌




のと して注目に価するものであって，Wislocki， G. B5)も生殖機能と Spermatogenesisが
季節的変化を受ける ことを報告していること から併せ考え， 造精機能を検討す る時には
Absenc巴ofdevelopment of Spermatozoaである Aspermatogenesis，Azoosp巴rmieとFailur巴





胞共に細胞の 1)Atrophy， 2) Hypertrophy並びに Hyperplasia， 3) Degeneration， ，1)
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Malfoflnation， (i) Aplasia， (ii) Hypoplasiaであって，これらの変化はすべて Stressによっ
て起り得る病理学的細胞像である事は， Seiy巴， H59)も報告している.ここにおいて Stress
に対する生体反応の問題が生じてくるのであって，無造精機能もこれらの変性を受けた細




この成績結果を R∞sen，E. C5!)の成績と比較すると造精作用に変化を受けた場合， Primary 
SPCの MitoseはSPGよりも長時間分裂を続けている.即ち， SPGよりも変性を受け難
い訳であるが，この違いは Fogg，L. C & R. F. Cowing52)がRodio-sensibilityの Resistant
として SPG，SPCの再生を考えた場合 7 再生された SPGの核は R巴ticulu111(DNA大)の
消失によって特徴づけられるが， SPC形成の方向における分化の維持は R巴ticulumの保
有によって認められ，且つSPCの分裂過程の細胞が， Mitose中の又は休止期の SPGより
も刺激に対して Resistantであると報告している.又 Clermoney，y50) Sibotani. A附江
上51)が SPGの破壊によって， DNAが消失するが，その反対に SPCの分裂には原形質の
RNAが減少することを報告している .これらのことを綜合すると所調 Asp巴rmiaにおヤ
ては再生されたSPGは，只変性の過程をたどり，その分化分裂像がもたれないということ
になる.又精子形成過程における SPGが First-generationで休止期に入り ，Sp巴rmが
Sertolian cytoplasmaから引き離されて，バナナ様業状となって Lipoprotein変性を受けて
いる.廃用j隊皐丸も，その変性像は Aspermiafこ類似し， SPGは， Second-generationで
休止期に入り， Sper111は Lipoprotein変性を同じく受けている.これらの SPGの変性過
程をみると，必ず核壁の Pyknosis，Vacuolar-degeneration， Nucleus-hydrops， Chromosome 
の一部崩壊があり，又核が塩基性の強い塊り，即ち DNAが濃縮されてから消失される現

































C. J. Bradish. W. M. Henderson & J. B. Br∞ksby65)は口蹄疫予防のために各種の系統
の注射をおこなって，血清蛋自分画像の変化を調べ，予防注射前の正常な生理状態では，
血清蛋白の%含有量は Albumin(Alb.)が最高で r-Globulin(r-g1ob.)，α-glob.， s-glob.の
順であるが，注射継続中は s-glob.r-g1ob.の変動が顕著であることを報告している.J. B. 
Marsh & David， L. Drabkin32)は血液の蛋白減少時には，尿の中に Albumin-urinとして
の蛋白損失が起り ，一方肝臓からの蛋白合成が増加されて補充されるために血清Albumin
の増加が起ることを論じている.Shoenbach， E. B. et a166) Milder， G. B.巴ta167)， Boyland， 


































No.2は標準期 NR=l:7.0，第1期 NR=l:9.0 (燕麦乾草)，第2期，第3期 NR=l:4.6 
(けフスマ)，1供共試山羊Noム No
期，第3期NR=l:17.0 (ビ トーパ/レプ)，供試山羊No.6は標準期 NR=l:-7.0， 第 1期
NR= 1: 5.9 (畦畔乾草)，第2期 NR=l:4.5 (牧草乾草)，第3期 NR=l:1.8 (ラデノク
ローパー乾草)，供試山羊No.7は，標準期NR=l:7ム第1期 NR=l:9.0 (燕麦乾草)，
第2期 NR=l:4.0 (青刈大豆乾草)，第3期 NR=l:11.7 (トウモロコシエンシレージ).
採血 (No)，皐丸 Biopsy(0) の回数は，標準期No.1;①，②，第1期No.2;③， 第 1期、
移行期No.3，第2期No.4，No.5， No.6;④第2期移行期Noム第3期No.8，No.9， No.10; 
⑤，⑥残存期No.1， No.12;⑦，⑧標準期No.13，No.14， No. 15;⑨の計血清15回分， 星雲
丸 Biopsyの組織9検体について研究を実施した.血清蛋自分画は各供試山羊血清につい
て(1)標準期と移行期の血清蛋白組成の比較， (2)標準期と第 1期の血清蛋白組成の比較， (3) 
第1期からの移行期と第 2期の血清蛋白組成の比較，(4)第2期からの移行期と第 3期の血
清蛋白組成の比較， (5)残存期と標準期の血清蛋白組成の比較， (6)標準期血清組成の時期的
変化を調べた.glob.の1，2， 3， 4，とは l=r，2=s2， 3=s.， 4=αである.供試山羊
No.1， No.2の飼料構成は同じであるので，実験成績を一括して検討してみると， (1)即ち標
準期と移行期の血清蛋白組成の共通な現象としては，標準期に比べて Alb.が減少してい
る.No.1では'1-，2-g1ob.のi菌加， 3-， 1-g1ob.の減少， No.2では4-，1-g1ob.の増加， 3-
glob.の減少が認められる.第9図参照.(2)即ち標準期と NR=9.0給与期の比較において
は，No.1では Alb.の増加， No.2では逆に Alb.の減少が起きている .No.1のAlb.の増
加は1-g1ob.の減少に起因し， No.2の Alb.の減少は 2-g1ob.の増加に起因する.第10図参
照.(3)即ち NR=9.0給与期からの移行期と NR=4.6給与期の比較においては Alb.の減少
の傾向はあるが，No.1においては過栄養の様な状態，即ち Alb.の異常増加が第 6回の血
清にみられる.この原因は 2-，1-g1ob.の減少によるもの，又一般的に Alb.の減少は 2-，
4-g1ob.の増加に起因する.第11図参照.(4)即ち NR=4.6給与期からの移行期と ，再び同
じNRで給与した時の比較においては Alb.の減少が顕著である.この減少の素因は血清総
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Fig. 17. 第 1)切からの移行期と第 2)切の分画の比較
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Fig. 18. 第2WJからの移行WJc第 3:)!:J]の分闘の比較
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to Fig.23. 第 1J切からの移行j切と第 2J明の分画の比較
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Fig. 27. 標準期と各移行WJの分画の比較
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Fig. 32. 実験後の時期的変化の分画の比較
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5.9給与期の比較においては， No.4では Alb.は余り変化なく， No.5では Alb.の増加がみ
られる.この要因は 2-g1ob.の著しい減少による.第16図参照.(3)即ち NR=5.9給与期か
らの移行期と NR=17.0給与期の比較においては， No.1， No.2の時とは逆に Alb.の増加
が顕著である .No.5において Alb.の量の減少時にあたっての Alb.の相対的の増加は， 2-
glob.の著しい減少に起因する .第17図参照.(4)即ちNR=17.0給与期からの移行期と，再び
同じ NRで給与した時の比較においては Alb.の量的増加は顕著であるが，No.5での相対
的なAlb.の増加が認められないのは， 2-g1ob.の量的増加， 1-g1ob.の減少に起因する.No.4 
での相対的な Alb.の減少は， 4-， 2-g1ob.の増加に起因する.第18図参照.(5)即ち飼料効
果の残存期と標準期の比較においては，残存期は Alb.量の減少がみられる.この現象は






く持続し， No.1， Noム Noム No.5の時の様な特徴ある傾向は認められなかった.然し移
行期の Alb.の量的増加の時には， 1-g1ob.の減少， Alb.の量的減少の時には 3-g1ob.の顕著






























のよう になる.第15表によって， No.1， No.2の成績を検討してみる と， No.1では飼料構
成の影響なく実験区分 5のiまではAlb.，glob.の蛋白含有率には大きな変化は現われない
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Table 16 血清蛋白の各分画含有率の変化 (Noム No.5)
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含有率において， Alb.の量的変化が起り ，Glob.では 2-g1ob.の顕著な糟加があって 4-
glob.は著しく減少する.この時の 2-g1ob.の増加は 3-g1ob.との分画不能の特殊な組成と
なって現われる.又総血清蛋白も増量されて来る .No.2では，No.lの時とは異なり実験
区.分5のiに至るまでに AJb.の顕著な減少が現われることは， Glob.の 4-g1ob.の分画が
現われることに起因する.それによって 2-g1ob.の量的減少が伴うが (2+3)-glob.の全体
に占める含有率は著しく増加するので，組成から当然l-glob.の減少が認められる.4-glob. 
はNo.lの時と同じく Alb.と大体同じ消長を示すが，量的に若干の増加がみられる .No.l 
と同じ く飼料の影響の蓄積が現われて来る実験区分5の 1から 7の聞では， Alb.， Glob.の
蛋白含有率におヤて Alb.の量的変化には著しし、変化はなU、が Glob.の2-g1ob.の異常な増
加があって 4-g1ob.が著しく減少して， Alb.の量的変化に関与していることがわかる.第








に似た成績が示される.第17表によって， Noん No.7の成績を検討してみると， No.6で
は飼料構成の影響なく， Alb.の時期的消長が認められる.即ち AJb.の蛋白含有率が増加
する時には 1-g1ob.の減少があり， Alb.の減少にあっては 2-g1ob.の増加が顕著であって，
3-g1ob.の増加も現われる.4-gJob.の消長は Alb.に似た傾向が示される.No.7において
もNo.6と同じく Alb.の時期的消長が現われるが， Alb.の蛋白含有率が増加する時には






関係は， NRに関係なく Alb. は8~29%減少するが 1-g1ob. は 7~36%増加し，又 2-g1ob. の




験後に Alb.は減少しているが， 3-g1ob.が増加することによって， SPCの Pylmosisは残
るが，大部分の Spermatogenicseriesは正常の機能をもつようになる.No.2では， No.1と
同じく NR に関係なく Alb. は7~39%減少するが， 1-g1ob.の消長は， No.1とは全然異な
り 46~78%減少し，又 2-g1ob. の増加もみられるが，その結果 Glob. の増加はNo.1に比べ










ものと思われる.即ち SpermatogenicseriesにHyperplasia，Pylmosis， KaryoJysis， Nucleus-
hydropsが細胞変化として現われる.然し実験後には Alb.の減少が少くなることによって
造精機能は大部分精子形成まで回復するが，弱い Pylmosisが残存している.No.6では，
Alb. の増減の消長は No.4と同じく時期的変化がみられる が，その減少率は8~19功，増加
率は3~31%で，増加率の方が強く現われている.又 1-g1ob. も No.4と同じく顕著な減少
がありその結果NO.4の時と同じくSp巴rmatogenics巴ri自の細胞に変化がおこるものと思わ
れるが， その変化は Alb.の減少時と，増加時では程度が異.なっている.即ち Alb.の増加







消長は No.4，No.6 と同じく時期的変化がみられるが，その減少率は 5~15% ， 増加率は
2~30% で， No.6と同じく増加率の方が強く現われてヤる.又 1-g1ob.もNo.4，No.6と同
じく顕著である.NO.6と異なるところは 2-g1ob.の減少が顕著であって，その時の Alb.の
増加率が高い時，又減少率が低い時に造精機能が阻害される.即ちこの時には， SPCの
Hyp巴rplasia，Vacuolar-degeneration， Pyknosis， Abnomal Nucleus-segmentationが細胞の変
化として現われる.又実験後には Alb.が異常に増加し，又血清総蛋自の減少に対しての
4-g1ob.が異常に増加す ることによって造精機能が完全に阻害されて SPCの Vacuolar-
degeneration， Pyknosisが残存する.実験中の飼料構成の移行期と飼料の影響の残存期の血
清蛋白の各成分の増減率を算出して，その率の変化と造精機能の関係を第19表によって検
討してみると次のことがわかった.No.1 では NR に関係なく Alb. は 6~21% 減少するが，
1-g1ob. は NR 変化期の増加の傾向とは異なり 1~12%減少する . この結果造精機能は回復
されず， SPCのSegmentation部分的の Pyknosis，Spermatid (SPTD)は障害を受けず正常で










能が大体正常であり， SPG， SPC ~こ弱 u 、 Hyperplasia が細胞の変化として現われている .





出現し， Alb.が減少して 2-g1ob.が異常増加する時期には， Spermatogenic seriesが崩嬢し
特にSPCのHyperplasia，SPTDのPyknosisが顕著に細胞の変化として現われている.No.7 







seriesの Nucleus-hydrops，Hyp巴rplasia，Pyknosis写真15.SPCの Hyperplasia，Pylmosis 
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くするNoム No.2においては， NR (栄養率)に関係なく Alb.の減少に伴って， (1)， 3(ん)
-glob.の減少，(2)， 2 (ん)-glob.の増加， (3)， 1 (r)-glob. 2 (ん)-glob.の増加時に造精機能は
影響を受ける， (1)の場合は細精管上皮細胞の Nucleus-hydrops，Pylmosisがあらわれ， (2) 
の場合は精子形成過程の各細胞に Pyknosisがおこり，その核は多糖類反応に強陽性を示
し，核変性がおこり， (3)の場合も精子形成過程に変性が現われる.又Alb.の相対的減少を






する時期には，造精機能は影響を受けて， SPGの Nucleus-hydrops，SPCの Pylmosisも
現われていた.1 (r)-glob.の増減と Alb.の増減が，この個体に於ては，造精機能に影響す
るように思われる.このことは落合78)が吉田肉腫 Ratの血清蛋自について， 1 (r)-glob.が





よって遺精機能は，精子形成過程の細胞に Hyperplasia，Pyknosis， Karyolysis， Nucleus 
hydropsの細胞変性が現われ， Alb.の相対的減少があっても， 2(ん)-glob.の増加がある場
合には，造精機能は回復している. この個体では Alb.の減少に伴って， 2 (ん)-glob，4 (r)-
glob.が増加する傾向にある.平井69)も疾病に対しての一般変化は，1血清蛋白では Alb.が
減少し， それに伴って4(r)-glob. 2 (ん)十3(stl-glob.の増加が現われ， 低蛋白食餌の影響に
あたっては， Alb.の低下，それに e伴って 4(r)-glob.， 2 (s2)十3(sl}-glob.の増加が現われて
いることを報告している.横田70)，有賀71)も低蛋白食餌の影響は， Alb.の低下，それに伴
って， 2 (s2)十3(s.)-glob. 1 (r}-glob.の増加が現われると報告しているのに比較すると，明
らかに実験時の Albuminの減少は，NR=17.0の低蛋白飼料の影響によるものと思われる.
No.6に於ては，これ又NRに関係なく， Alb.の増減率の消長が現われるが， Alb.の減少が
これ又遺精機能に影響する.Alb.の減少に伴って， (1) l(r)-glob.の減少， (2) 2 (ん)-glob.の
異常増加がある時に，造精機能は， (1)の場合は精子形成過程の細胞が変性をおこし， (2)の
場合は精子形成過程の細胞が崩壊し， SPCのHyperplasia，SPTDのPylmosisが現われる.
Alb.の増加に伴って， 1 (r)-glob. 2 (ん)-glob.の夫々の減少時に造精機能は回復し，正常な
精子形成を行うようになる.No.7もNRに関係な く，Alb'の増減率の消長・が現われるが，
2 (ん)-glob.の減少が顕著で，それに伴って，(1) Alb.の増加率が高い時， (2) Alb.の減少率
9 
42 星島丸機能 ~Eひ'に1育子r[i力に及ぼす休液成分変動の影響一一 有・森
が低い時に，造精機能は影響されて， SPCのHyperplasia，Vacllolar-degeDeration， Pyknosis， 
Abnormal nucleus-segmentationが現われる.又 Alb.が異常に増加し，総、蛋白量の減少に
対して， 4(α)-glob.がこれ又異常に増加する時も，造精機能は影響を受けるが，4(α)-glob. 
の顕著な減少によって，造精機能は回復される傾向にある.この現象を H.E. Weimer & 
H. Nishihara7Z)の蛋自の排池が，血清 Glycoprotein濃度に及ぼす影響についての実験で，
Alb.の減少，増加は Glob.の変化によっておこることを報告している.即ち Alb.の減少
時には Glob.の異常増加が発現し，又 Glob.の顕著な減少によって， Alb.が異常に高まる
ことによる血清蛋白組成の異常が，造精機能に影響を及ぼすように思われる.この‘現象は，





ように思われる.特に Alb.の減少率が大きく関係しているよう 1である.即ち，1 Alb.の




では， Alb.の減少に伴って， 2 (s2)-glob， 4 (α)-glob.が増加する傾向にある .3， Alb.の
減少と 1(r)-glob. 2 (s2)-glob. の異常増加は，栄養率を急に広くした時及び広いのが続い
た時におこり，精子形成の各過程にある細胞が崩壊して， Spermatocyt巴の Hyperplasia，
















B. L. Larson， Relph， S.Gray & G. W. Salisburg80は牛精液の種々の構成部分の減少カを
沃素滴定法によって決定した.精虫細胞と精摂は夫々総滴定量の50%を占める.活性硫水
100 
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化物複合体は精虫細胞にのみ存在し，総病定量の約12%を構成している.精紫構成は精液













精液は第 l章の供試牡牛No.1 (サーロメオサニーサイドヒンペノレ)， No.2 (アツクラム
マーロメ オジユラノレ ドミソ ノ)， No.3 (第 8フエムコルテナキング)から採取したものを供








73)75)76)77)によって蛋自分画をおこない， B. L. Larson， Relph， S. Gray & G. W. Salisburg8D 
































力には変化がなかった . 但し，精液量におヤてはNo.lは 7~12ml ， No.2 は 3~llml ， No.3 
は5~12ml ， 精子数においてはNo.1は9~13億， No.2 は1O~15億， No.3 は8~1l億と時期的
変化があったが，供試牡牛聞の個体差は認められなかった(第20表参照).精液のPhospha・
tase (P-ase)反応と Succinicdehydrogenase (Succinic DHG-ase)反応を調べた.Acid P-ase 
においてはNo.1は 9.5~40 .5r 平均25.3r No.2は1l .8~35.5r 平均20 .2r No.3は 7 .0~42 .5r 平
均14.5rとなり，かなりの時期的変化があると共に個体差が認められる.Alkaline P-aseに
おいてはNo. 1 は 20.0~49.5r平均39.1r ， No.2は 16.0~22.0r平均25 .81'， No. 3は 8 .5~99 .5r平均
27.3rとこれ又全般的には，かなり の時期的変化があるがNo.2の様に個体的には変化の少
ないものもある.Acid P-as巴に比較して AlkalineP-aseは供試精液共通に高い含有量を示
している . 精子活力に関連のある Succinic-DHG-as巴においてはNo.1は 70 .0~97.0r 平均
9l.2r， No.2は 80.5~99 .0r 平均94.4r ， No.3は65.0~99.0r平均90.3r と 相対的には，第20表の
供試各牡牛の平均精子活力と略々一致した成績な得た(第21表参照).50Cに3日， 5日の両






その夫々の頂点によって分画された蛋自分画区を 1，2， 3， 4， 5に分け，1， 2， 3の分画
蛋白区を Globulin様蛋白 (Glob-P)4， 5を Albumin様蛋白 (Alb-P) として各血清蛋
自の夫々の成分の変化を検討してみると，第22表，第23表，第24表，第25表の成績が得ら
れた.供試牡牛No.1の精液蛋自の分画と各組成の成分率を検討してみると， Glob-P 1の成
分率は， 34A~64.0% ， Glob-P 2 (ß) は 8 .0~27 .7% Glob←P 3(α) は 28.0~40.3%の変化を示
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と Glob-P2(s)が一緒になるが Glob-P3(α)は余り変化しない. Alb-P4 の成分率は 65.4~
80.2%， Alb-P5は17.6~34.6%の変化を示し Alb-P5 の変化が顕著である . Alb-P: Glob-P 
比は 0 .300~0.420で Glob-P と Alb-P との組成上の平衡には大差がない(第22表参照).供
試牡牛No.2の精液蛋自の分画と各組成の成分率を検討してみると Glob-Pl(r)の成分率は
49.0~59.2% Glob-P2 (戸)は 12 .6~32 .7% Glob-P3 (α) は 18 .2~28 .2%の変化を示し Glob-Pl
(r) Glob-P3 (a)の変化が少ない.又IV，Yの場合の様に組成が乱れる時には Glob-Pl(r) 
と Glob-P2(ß) が一緒になるが Glob-P3 (r)は47.6~53.6% とかなりの増加を示す. Alb-P4 
の成分率は68 .8~92.0% ， Alb-P5 は8.0~3 1.2%の変化を示し， No.lの時と 同織に Alb-P5
の変化は顕著である.Alb-P: Glob-P の比は 0.198~0.982 と変化があり，その両蛋自の平
衡は不安定である(第23表参照).供試牡牛No.3の精液蛋自の分画と各組成の成分率を検討
してみると， Glob-P1 (r) の成分率は38.9~53.2% ， Glob-P2 (s)は13.7~34.8% ， Glob-P3 (α) 
は23.7 ~31.0%の変化を示しNo.1 と同様に Glob-P3(α)の変化が最も少ない.然しVの場合
の様に組成が乱れる時は， No.2の時と同じく Glob-P3(α)は52.8%とかなりの増加を示す.
Alb-P4 の成分率53.8%~78.6% ， Alb-P5 は21.3~46.2%の変化を示し， No.1， No.2の時と









はGlob-P，Alb-Pとも増加， No.3では Glob-Pは嬬加 Alb-Pは減少と夫々個体によって
異った現象を示す.V'の分画はNo.1で、は Glob-P，Alb-Pとも目'の時とは逆に増加する






場合は No.lでは Glob-P1(r)の成分率は 64.0%->34.5%，Glob-P2 (s)は8.0%→15.7%，
Glob-P， 3(α)は28.0%→49.8%とGlob-P1(r)を除いて他の成分率は増加するために， Alb-
P: Glob-Pの比は0.300→0.343となり保存によって Alb-Pが減少している.No.2では Glob-
P， 1 (r)の成分率は 56.9%→55.5%，Glob-P2 (s)は14.9% 伝 2%，Glob-P3 (α)は28.2→39.3
%と Glob-P3(α)を除いて他の成分率は減少しているので，Alb-P: Glob-Pの比は0.514→
0.657となり保存によって Alb-Pが増加している.No.3では Glob-P1(r)の成分率は53.2%




皐丸機能並びに精子活力に及ぼす体I(;主成分変動の影響ーー 有森 '19 
25表，第四国参照)No.3では Glob-Pl(1')の成分率変化は51.0%→62.0%→53.2%で平均は
55.4%， Glob-P2 (s)は18.0%→13.7%→23.1%で平均は18.3%，Glob-P3 (α)は 31.0%→24.3
%→23.7%で平均は263%，2!とEijは1附二212二22でAlb-P4の平均は66机
Alb-P5の平均は 33.7%，Alb-P: Glob-Pの比は 0.38→0.S4で平均は 0.42となり 3期とも
Glob-PとAlb-Pとの平衡は略々安定されているが，Alb-Pが増加する時，即ちE期では
Glob-Pl(1')， Glob-P3(α)， Alb-P4が減少して Glob-P2(s)，Alb-P5が増加し， Alb-Pが減少す
る時， 即ち1期では， Glob-P2 (s)， Glob-P3(α)， Alb令♂5が減少して Glob一P1川(1'け)， Alb-P4 
が増加する傾向にある.即ち第 1， s，目期において Alb-Pが増加する時には，各組成
の成分率の聞には関連性がなく， Alb-Pが減少する時に Glob-P(α)の減少が大きく関与し





Alb-P: Glob-Pの比は0.42→0.44→0.30で平均0.38となる. 3期とも Glob-Pと Alb-Pと
の平衡は安定されているがその比が高い時，即ち Alb-Pが増加する，s期ではGlob-P1(1')， 














Fig. 37. 精液蛋自分画の時期的変化(JV.IV'. V) 
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Alb-P5が減少し Glob-P2(戸)， Glob-P3(α). Alb-P4が増加し，その比が低い時，即ち Alb












3期とも Glob-PとAlb-Pとの平衡は不安定である.その時の Alb-Pの増減は Glob-P，
Alb-Pの各組成の桔抗作用に起因する.
第37図で第IV，V期の比較をすると
No.lでは Glob-P1(r) 50.6%1 
ト→60.8%
Glob-P2 (s) 9.1 %' 

































No.3では Glo間的 38内 55.4% 
→47.2% 
Glob-P2 (s) 30.5% 18.3% 
Glob-P3(α) 30.7% →52.8% 26.3% 






これらの成績から， IV， V期の各成分率の変化をみると Glob-P3(α)の変化によって





素要求量 (QOz:〆jcc) で表わし，Qozが201.6~53.9μljcc ， Qozが 3 .4 ~6.0μIjcc ， 即ちQOzの
高いもの，低いものに大別すると ，表のように高い区分に各供試個体共目期，低い区分に
各供試個体共ト IV期が含まれる.蛋白成分率を Qozの高い区分と低い区分で検討してみ
ると，Qozの高い数値を示すものは， Q02の低い数値を示すものに比べて Glob-P1(r)， 
止:空乱j1[L区hニニ立ニ)出措r空占;[:rFf?で;1!ト削吋叫/ハμ1+咋2叫制+刊3
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精液性状が安定し， Phosphatase反応において， Alkaline P-aseが，Acid P-aseよりも
高く， Succinic DHG-ase反応が QOzと略一致する精液蛋自の分画と，その組成成分率の
変化を検討してみると，次の結果が得られた.一般的に精液蛋白は， Alb-P: Glob-Pの比
が安定しているものと，不安定のものに分画される. 即ち Alb-P: Glob-Pの比が安定し




存による精液蛋自の分画は， Alb-Pが減少する時には，Alb-P2 (s)， Glob-P3 (α)の増減が
伴い， Alb-Pの増加時には Glob-P3(α)の増加が伴って，Q02は前者に比べて高い数値を
示す.以上の実験成績から Alb-Pに対する Glob-P2(s)， Glob~P3 (α)の変化の状態をみる
と， B. L. Larson & G. W. Salisburg8~) の分画のように Glob-P2(s)は， αs-Glob， Glob 
P3(α)はαγGlob，Alb-P4はαl-Glob，Alb-P5はAlbuminに相当しない結果が得られた.
Alb-P: Glob-Pの比に於ける分画の変化をみると，その比が高い時には，Glob-P2(s)， 
Glob-P3 (α) Glob-P4が減少して， Glob-Pl (r)， Alb-P5が場加し，Qozは一般的に高い数値
を示す.その比が低い時には，それが逆になり ，Qozには無関係に Glob-Pl(r)， Alb-P5 
が減少して，他の分画が増加することからも保存の時と同じ様に Glob-P2(s)， Glob-P3(α)， 
Alb-P4はLarsonのCl:3-，α2-，αl-Globに相当しなU、ことになる.Alb-P: Glob-Pの比が
略安定している時を更に検討してみると ，Alb-Pが増加する傾向にある時は， Glob-Pl(r)， 
Glob-P3{α)， Alb-P4が減少してその他の分画が増加し， Alb-Pが減少する傾向にある時







組成として， その比の変化を検討する必要がある.即ちその比と QOzとの関係は Globulin
様蛋白が減少して， Albumin様蛋白が高い時にQ02は高い数値を示す傾向にある.
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YI.小括
精液性状の比較的安定した時期，即ち 8月下旬から10月中旬にEつての精液蛋自の分画
において Albumin様蛋白 (Alb-P)，Globulin様蛋白 (Glob-P)の区別をして，Q02との
関係を調ベてみると1.個体により Alb-PとGlob-Pとの比が異なる採取時期を通じて
安定しているものと不安定のものが現われた. 2. Alb-PとGlob-Pとの比が安定してい
る精液では分画の Glob-P1(r)， Glob-P2 (s)がよく分離出来ない場合も，又 Glob-P3(α)
が安定し，且つ Albの変化があっても Glob-P3(α)が緩衝的な役割をしているように思わ
れる.3. Alb-Pと Glob-Pとの比が不安定なものでは， Glob-P2 (s)が増加し，又 Albの
変化も顕著であった. '1. 3日乃至5日保存すると AlbとGlob-P2(戸)が平衡して変動し
その比が増すものと減るものとがある，その時には Glob-P2(s)は逆に変化する.尚その
際長期保存の時， Acid P-aseは増加し，Alkaline P-as巴は減るが QozとSuccinic-DHG-as巴
















密接な関係があると述べている.又J.B.Marsh & David， L.Drabkin32)が脂質代謝の想定経
路において脂肪蓄積の動員が血液に行われ，その結果血液は高脂質，高コレステロー/レに
なる.その時の血液と肝臓の関係は，肝臓のコレステローJレ合成は減少して，コレステロ
ーノレの調整をはかつていると述べてU、る.夫等を統括するような実験を B.W. Grunbaum， 







































































等の組織標本について Ciaccio氏法， Unna-Papp巴l1h巴111法， Haematoxylin-Eosin法の染色
をおこなって鋭検に{共した.実験中の飼料構成は栄養率 (NR)1: 3.0~9 .0 の区分を設けて
実験を実施した.
IV.成績
供試山羊の実験中の飼料構成は 5月25日から31日まで，NR=l: 3 (ラデノクローパ一生
草)， 6月1~から 7 月 27 日まで， NR=l: 9 (生野草)， 7月28日から 8月27日まで NR=
1: 4 (生レッドクロ ーパー)として，故障のない限り舎外管理をおこなった.採血(No.)， 
皐丸 Biopsy(0)の回数は NR=3期No.1，No.2， NR=9.0期No.3，No.4， No.5， No.6; 0)， 










較して NR=3.0，4.0期は180mg/dl，NR~9.0期は152mg/dl となり， NR=3ム 4.0期の方
が高く ，血清総類脂質 (T.Lipid)は個体総平均 190mg/dlに比 べ て， NR=3.0， 4.0期は
1818mgjdl， NR=9.0期は1936mgjdlとなり NR=9.0期の方が高い， Cho-T. Lipidの比は
個体総平均， 0.087に比べて NR=3.0，4.0期は0.098，NR=9.0期は0.078となり， NR=3.0， 
4.0期は T.Lipidに比較して Cho.の含有量が高いことになる.{共試山羊No.2で、は Cho.は
個体総平均 151mgjdlに比べて NR=3.0，4.0期は 160mg/rl，NR=9.0期は145mg/tlとな
り， NR=3.0， 4.0期の方が高い.T.Lipid は個体総平均1870mgjtlに比べてNR=3ん 4.0
期は2060mg/dl，NR=9.0期は 1775mg/dlとなり ，NR=3.0， 4.0期の方が高く， Cho-
T. Lipidの比は個体総平均0.081に比べて NR=3.0，4.0期は0.077，NR=9.0期は0.081とな
り， NR=9.0期は T.Lipidに比較して Cho.の含有量が高いことになる.供試山羊No4で
は Cho.は個体総平均150mg/ιl，NR=9.0期は 137mgjdlとなり， NR= 3.0， 4.0期の方が
高く， T.Lipidは個体総平均1610mg/dlに比べて NR=3札 4.0期は 1506mgjdl，NR=9.0 
期は1791mgjdlとなり， NR=9.0期の方が高い.Cho-T. Lipidの比は個体総平均0.093に比
べて NR=3ム 4.0期は0.104，NR=9.0期は0.076とな り， NR=3.0， 4.0期は T.Lipidに比






に比べてNR=3.0，4.0期は0.098，NR=9.0期は0.078となり， NR=3.0， 4.0期は T.Lipid
に比較して Cho.含有量が高いことになる.供試山羊No.6では， Cho.は個体総平均133
mg/dlに比べて NR=3.0，4.0期は 132mg/d/，NR=9.0期は140l11g/dlとな り，NR=9.0期
の方が高く， T.Lipidは個体総平均 1463mgjdlに比べて NR=3.0，4.0期は1481mg/tl，
NR=9.0期は1340mgjdlとなりNR=3.0，'1.0期の方が高い， Cho.-T. Lipidの比は個体総平
均0.091に比べてNR=3ム 4.0期は0.089，NR=9.0期は0.104とな り，NR=9.0期は T.Lipid
に比較して Cho.含有量が高いことになる.飼料構成変化時の血清脂質及びその比を全般
的にみると ，Choは総平均149mgjdlに比べて，NR=3.0， 4.0期は157mgjdlNR = 9.0期は
142l11gjdl， T. Lipidは総平均1706mg/dlに比べて NR=3.0，4.0期は1689mg/d/，NR=9.0 
期は1724mg/rll，Cho.-T. Lipidの比は総平均0.082に比べてNR=3.0，4.0期は0.092，NR= 
9.0期は0.082となり， NR=3.0， 4.0期は T.Lipidに比較して Cho.の含有量が高いことに
なる.血清 Cho，Cho.-T. Lipidの比の時期的変化をみる と供試山羊No.1においては，実




比は Cho-T. Lipidの増減に関係されずに顕著な変化は示さない)この山羊は 7月29日事
故死したのでこれ以降の実験から除外された.第四国参照、.供試山羊No.2においては，実
験期間を通しての各平均は Cho.150mgj.l，T.Lipid 1870mgjril， Cho-T. Lipidの比は0.08
である.夫等の平均値に対しての各時期の Cho.と T.Lipidの関係をみると ，No.lと同
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Fig. 39. 血清脂質，コ レステロー ルー総類脂質比のi時期的変化 (No.l)
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Fig. 41. 血清脂質，コレステローノレー総類脂質比の!時期的変化 (No.4)
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Fig. 42. lfIl清脂質，コレステロ ールー総煩脂質比の|時期的変化 (No.5)
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No.4においては，実験期間を通しての各平均は Cho.150mgjdt， T. Lipid 1610mgjdl， 
Cho-T. Lipid比は0.09である.夫等の平均値に対しての各時期の Cho.とT.Lipidの関係
をみると，全般的に T.Lipidの変化が顕著であって， No.l， No.2とは異なり 6回の採血
から，飼料給与の変化に関係せず， Cho.の含有量が T.Lipidよりも増加すでる現象がみら
れる.この現象によって Cho-T. Lipidの比は異常に増加される.第41図参照.供試山羊
No.5の雄型間性においては，実験期間を通しての各平均は Cho150mg/rl， T. Lipid 1650 
mgjdl， Cho-T. Lipidの比は0.09である.夫等の平均値に対しての時期的変化はNo.4と全
く同じ傾向を示す.第42図参照.供試山羊No.6におU、ては，実験期間を通しての各平均は，
Cho.130mgjdl， T. Lipid 1460mgjdl， Cho~T. Lipidの比は0.09である.夫等の平均値に対
しての各時期の Cho-T. Lipidの比の関係をみると ，Cho.の時期的変化よりも T.Lipidの
変動が顕著であるが 6回採血時から T.Lipidの含有量の減少と安定度に比べて Cho.の
変化が顕著に現われる.この現象によって Cho.-T.Lipidの比も不安定になる.第43図参照.
飼料構成変化期についての血清脂質並びにその比の変化を第44図で検討すると ， NR= 
3.4期においては，実験期間を通しての各平均は， Cho. 160mgjdl， T. Lipid 1690mg/dl， 
Cho.-T. Lipidの比は 0.09である.夫等の平均値に対しての各個体の関係をみると ，Cho. 
の含有量では個体差が現われないが， T.LipidではNo.l，No.2は高く，No.4， No.5， No.6 
は低い個体差が顕著に現われる.Cho.-T. Lipidの比においては，顕著な個体差は現われ
ない.NR= 9期においては，実験期間を通しての各平均は Cho.140mgjdl T. Lipid 1720 
mgjdl， Cho-T. Lipidの比は0.08である.夫等の平均値に対しての各個体の関係をみると
Cho.の含有量では個体差は現われなU、が， T. Lipidでは No.6の顕著な低下を除いて，
T. Lipidは安定した状態を示している.Cho.-T. Lipidの比もNo.6の特殊な;場合を除いて
安定している.実験全期間の血清脂質含量の総平均値に対して， NR=3， 4， NR=9飼料給
与区の夫等を比較してみると，全期間を通しての各平均は Cho.150mgjdl，T. Lipid 1710 
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高IJ皐丸に Spermが存在するが細精管上皮細胞の SPG，SPCの原形質に弱い Lipoid変性
がみられ，或るものには Pyknosis，Lipoid化が顕著に現われるが，一部分に精子形成の系
列が残され，それらの細胞質に Ribosenucleic acids (RNA)が存在する.副皐丸には血管
拡張がみられ，上皮細胞質に RNAが存在する.前立腺上皮細胞には Karyolysisとその剥
離，肝細胞には Lipoidの蓄積が認められた.No4においても，副皐丸に Spermが存在す














並びにその他の臓器の顕微鏡所見は， 写真22，23， Spermatogenic seriesの崩嬢， SPG， 
SPCのHyperplasia又その細胞質，間質細胞の Lipoid化.写真24，細精管の弱い Atrophy，
SPGの Nucleus-hydrops，SPG， SPCの細胞質の Lipoid1r:.写真25，26， SPCの弱い






ると， Cho.では 149mg/dlに比べて， NR=3， 4期は 157mg/dlと高くなり， NR=9期は
142mg/，1Iと低くなっている.T. Lipidでは 1706mg/dlに比べてNR=3，4期は1689mgjdl
と低くなり， NR=9期は 1724mg/dlと高くなっている.Cho.-T. Lipid比では0.087に比べ
て， NR=3，4期は0.092，NR=9期は0.082の数値を示し， NR=3，4期は飼料構成各期の平
119 
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吻， NR=9期に比!被して，Choがif'ljv 、数航を示す.このことは H.L. Taylor， J.T. Anderson 
& A. Keys33)の Positiveのカロリ一平衡にある過栄建の!侍に，Cho.濃度が刑加する という
報告から，NIミ=:1，'j j切でCho.が前iv、数航を示すことは，過栄養の状態、であるこ とを怠味




変化を示すが，Cho.-T. T伊idの比に於ては，NR=3， 4 Wlは飼料機成各期の平均， 又NR
9期の比とは全く 異なり ，その比は高い数値を示す.このことは T.しipidが時期的に
顕著な減少を示すことによる. この NR=:I，4 j切の時期的な T.Lipidの減少は，M.A. 
Everett， Wa¥ter， D. Bl∞k et a¥35)によれば，植物性飼料の不飽和脂肪般の過給与によっ
て生ずる現象といえる.飼料構成各期の平均Cho.よりも高い合訟をもっNo.l，No.2， No.<l， 
No.5に於てその時の T.Lipid， Cho.-T. Lipid比を比較する と， No.l， No.2を除いてNoム
No.5においては，T.Lipid は低い数値を示 し，その結果:Cho.-T.l布iclの比はiuiくなって
いる.このこと は飼料構成に関係なく ，Cho.含.監は常に T.Lipiclよりも高く ，よLつ
1¥Lipidは時期的に減少する傾向にある こと を示す.No.l， No.2に於ては， T.Lipidの含
量は飼料構成各期における他の供試山羊よりも高い数値を示してし、るが，No.lはNR=9邦i
の後期から NR=/Ij事iになって急激に Cho.がT.Lipid含設よリ もaijくなるので Cho-
T.Lipidの比は飼料構成各期の平均より高くなる.その比が1氏い数{肢を示す No.2では，
NR ，，~ :l ， ，[ J切に於ては， Cho.の合訟が減少して，T. Lipid /;';異常に精力uすることによって
おこる.一般的に Cho.はNR=:l， 4Wlに糟加し，T. Lipid (ま NR=9 jVlにi僧加するため
に，Cho -1'. Lipidの比は NIミ=:l， 1 j切に;荷u、数(i在I!:示す傾向にある.)(飼料構成の変化
JVH乙於ける .u~試山羊個体の脂質問係をみると， Cho.には務明な時期的な差が現われない
ことは Robcrt，P. C∞k90)が Cho.には季節的変化はなく，fl肉体・荒があると報告しているこ
とから も推然出来る.NR = ~) 期に お いては， No.6を除いて，Cho.は大体安定し，NR= 
3， 4 Wlに於ては，No.l， No.2に顕著なj由加が現われるが，Cho.-T. Lipidの比は個体的差
が認められない.その結果No.l，No.2のように，NR=4期にCho.が土台力fJし，IIつT.Lipid 
の噌加も顕著に現われる.No.2のよ うに Cho.-T.Lipidの比が変動する時， XNo.4のよう
に飼料構成の変化に関係な く， Cho.が安定 し，T.Lipidの顕著な減少で，Cho.-T. Lipid 
の比が異常に増加する時， 又No.6のように飼料構成の影轡をうけずに常に Cho.が低い数
値を示す場合は， T.Lipidは NR=9期に著しく減少し，そのために Cho.-T.I勾icl比は変
動する傾向にあ る. これらの脂質並びにその比の変化時には，お1I1~1管に弱い Atrophy が現




飼料の栄養率変動にwうrfl乱消コレステ 1:1ー/レー 総類脂質は，刻:中コレステロー ノレは飼料
構成に関係なく ，遺伝的要素で安定している個体もあるが，多くは飼料の摂取と 工ネ/レギ
ーの消費から，コ レステロー ノレの時期的変化が現われる. コレステ ロールは平均149mg/dl
で栄養率3ム 1.01寺には157mg/rllと向くなり ，9.0の時は 142mg/dlと下る.総類脂質は31':
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均1706mgldlで，栄養率3.0，4.0の時は， 1689mg/d'とやや低くなり， 9.0時は 1724mg/dl
とやや高くなるが著しい変動ではない.従ってコレステローノレー総類脂質の比は， 平均






SPG， SPCの細胞質に脂肪沈着があらわれる. 3. コレステロ-}レー総類脂質比が低くて，








るが脂肪摂取によって含有コレステロ ールの大半が α"':Globl1linに移動することは B.W.










質である膜裂をもち， Lovern， J.A. Olley， J.Hartree， E: F& Mann. T92)は欄羊の精子脂
質には 8%の瀞関Itコレステロールをもつことを報告している.精液稀釈は，稀釈による精
子数の分散の目的も有するが，精子活力の維持，保存が主なる目的である.このことは
J. L. Albright， R. E. Erb & M. H. Ehlers27)が(1)脱脂乳， (2)卵黄拘榔酸塩， (3)卵黄杓榊酸+
Glycineを基本液として，グリセりン添加の操作法を 2通1りおこなって稀釈精液の 370C保
存での精子活力を検討した結果 50C保存における脱脂乳稀釈液が勝れていたのを除外する
と全般的に卵黄拘梯酸塩による稀釈効果がよかったと報告し， G.R.How巴&R. J.Flipse28) 
は(1)脱脂乳， (2)生理的食塩水(主主食塩)， (3)卵黄杓悌酸塩:生食塩 (1:3) を基本被として
Fll1oro~acetat巴を添加して精子活力を酸素要求最で検討した結果，生食塩並びに卵黄杓徽
酸塩:生食権(1: 3) の稀釈効果は似た酸素要求量の数値を示し，脱脂乳稀釈精液より
Qosはよい成績を得たと報告している.W. E. Erickson & E. F. Graham29)も(1)脱脂乳， (2) 
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全乳， (3)卵黄拘撤酸塩， (4)卵黄葡萄糖グリセリ ンによる稀釈精首長を凍結して各受精所に分
配してから75日間に返還されない率を出して稀釈液の精子保存効果を検討し，一般には凍
結用精液の稀釈には実用化されていない卵黄葡萄糖グリセリ ンの効果を高く評価してい







ベノレリー ガノレミソノ， No.3第94メージガヴアナー号， No.4第46スプリ ングポシユフオーブ
ス， No.5ロッキーヒ/レセレクトサニーサイド， No.6ベツシパラマウ ントレディマダム号，






の中No.3(8才)， No.6 (2才)， No.7 (4才)， No.8 (4才)，その他牡牛1頭(2才)の計5
頭について予備実験をおこない本実験の参考資料とした.予備実験，本実験共供試牡牛の











精子活力と稀釈精液のコレステローノレ (Cho.)，総類脂質 (T.Lipid)と Cho.-T.Lipidの
比との関係をみると供試精液No.1においては卵黄緩衝液稀釈液(E.S) では Q02 は 40.4~
90.0μl/ccで平均は65.2μl/cc，Cho. は410~420mgjdl で平均は415mgjdl ， T.Lipid は 1317~
1458mgjdlで平均は 1388mgldl，Cho.-T. Lipid の比は0 .288~0 . 309で平均は0.298 となる .
脱脂乳稀釈精液伶i[.S) では Q02 は 42.4~56.0μ1jcc で平均は 48.2μl.jcc ， Cho. は 160~190
mgjdlで平均は 175mgjdl，T. Lipid は 258~635mgjdl で平均は 447mg/dl ， Cho.-T. Lipid 
の比は0.300~0.618で平均は0.459 となる . その時の原精液の QOe は 16.2/Ncc ， Cho.は360
mgjdl， T. Lipidは694mgjdl，Cho.-T. Lipidの比は0.519であった.第46図参照.
供試精液No.2においては， E. S では Q02 は 6.0~92.9μl/cc で平均は 49.5μljcc ， Cho.は
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410~，t40mgjlll で平均は 425mg/I/l， 'l\Lipid は 1082~1446mgjdl.で平・均は 1265mgjtll， 
Cho.-T. Lipiclの比は0.304~0.379で平均は0 .:~08 となる . M.S では Qo~ は 6.0~60.6μIjcc
で平均は3:Uμljcc，Cho. は 140~280 I11gj"l で平均は210mg/t!I ， T. Lipid は Ç)88 '~1 117mgjdl 
で平灼は1053mgj，I，Cho.-T. Lipid の 比は0. 1 25~0.283で5V.均は0.204となる.その時の原
精液の Qoさは7，9fljcc，Cho.は::l50I1g/dL，T. Lipidは 918mgjdl，Cho.-T. Lipidの比は
0.381であった.第47図参照.
0七試1脊液NO.3においては， E.S では Q02 は26.4.~71.3flソccで平均は相，9μ'jcc，Cho，は
420~430mgjdl で平均 425mgjdf ， T. Lipid I:t L317mgjdl.， Cα;コho
0.3也26で平均は0.3犯2:¥となる. M.Sでは
Qo~ は 8.1 ~5:3 .5μljccで平均は30 .8pljcc ，
Cho. は 150~180111gjdlで 平 均は 165
mgjrl， T. Lipicl は G23~I 000111g/d1で
平均は 817mgjdl.， Cho.-T. Lipidの比
は0.1 50~0 ，289 で平均は0 .2 1 9 となる .





は Qo~ は ::l 5 . G~8 1. 2f tl.jcc で平均は 58 .'l
Itljcc， Cho.は43011gjdl，Cho.-T.Lipid 
の J:I:は 0. 300~0.:12 (ìで平均は0 ， :112 と な
る.M.S では Qo~ は 4 .0~58.9μIjcc で
平均は31.5fNcc，Cho.は 120~1tl0rngfdl 
で平均は 130mgfdl，T. Lipid は 553~
788mgj"lで平均は 670mg!dl，Cho.-
T， Lipid の比は 0 .1 52~0 . 253 で平均は
0.31となる.その時の原精液のQOtは
28.:~ftljcc ， Cho.はおOrngjdl，T. Lipid 
は 1(ト17mg/t!/，Cho，-T. Lipid の比 I:l
0，334であった.第ω図参Jf{.
イJUえ精液No.5においては，E.Sでは
Q02 は 2 .0~1 G.Oflljccで平均はり.0μ'jcc，
Cho. (主400.~420mgj Iで平 均 は4LO
rngjdl， T. Lipid は 137 (ì~1400l11gjdl 
で平崎は1:l88mgjrll.， Cho.-T. Lipidの
比は0.286~.0. 305で平均は0 .324 となる .
M. S では Q02 は，1. 0 ~ (j .Oftljcc で平均
は5.0μljcc，Cho. は 100~120mgjdlで
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1106mgjdl で平均は 10~i9mgjtll， Cho.-
T.Lipid の 比は O.0!)~0.129 で平均は
0.110となる.そのl待の原精液のQ02は
36.0pl/cc， Cho.は:380mgjdl，T. Lipid 
は 506mgjdl， Cho.-T. Lipidの比は
0.751であった.第50図参!被.
供試精液No.6におU、ては，E. Sで
は Q02 は 2.0pljcc ， α瓜は 410~420
mg/dt で 3rz. :I~は4 1 5mg/tll ， '1¥Lipid f:t 
] lG5~ 1 376rng/tllで平均は1270mgjdl， 
Cho.-T. Lipid の比は0.298~0.361で平
均は 0.32。となる.M.Sでは Q02は




~0. 110で平均は0.110 とな る . その時の
原精液の Q02は89.1μ'/cc，Cho.は300




QOzは 2.0~42. 611'jCC で平崎は22 . 3μIjcc，
Cho. は 390 '~420mg/tll で平均は 405











• o • 
... .u~ ・" ・;~ + 
















0 ・川声明刊 @iI 4!1 '.1 11→色
90 '~ l40mgjdl で平均は 1l5mg/dl ， T. Lipid f;J: 565~576m広jrll で平均は 57 1mg/d' ， Cho.-
T.Lipid の比は 0.1 5G~0.248で平均は 0.202 となる.この時の原精液の QOz は 4 2 . 6μ!jcc ，
Cho.は320m只/(1，1¥Lipidは 588mgjdl，Cho. -l\Lipid の比は0 . 544であった.節52(~参
i照.
供試精液No.8においては，E.Sでは Q02は'1.1~73.3f1 'jccで平均は38 . 7INcc ， Cho.は390
~400mg/rll で平均は 395mgjdl ， T. Lipid は 1 35 ::l .~144 7mg/rll.で平均は1400mg/rll，Cho. 
T. Lipid の比は0 .270 .~0.2 9(jで平均は0.282 となふ . M.S では Qoz は 1\ . 1~79.2μ'jcc で平均
は41.7μ!jcc，Cho.は 100~140mg/(ltで‘平均は120mg/rtl，T. Lipid は929~1059mg/rll.で‘平均
は994mg/(/I， Cho.-T. Lipid の比は 0.0 !l4.~O .l 51 で平均は0.12:1となる.この時の以精液の
QOzは品.5μljcc，Cho.は:140mgj(l!， T. Lipidは553mg/(1I， Cho.-T. Lipiclの比は 0.614で
あった第53図参照.
新i釈精液とその時に使用した稀i釈彼と の脂質並びにその比の関係においては，卵黄緩衝j
荷主稀釈精首長てるは，Qoz は 2 .5~83.8μljccで平均は4R .l fdjcc ， その平均活力に対する脂質の関
126 
























































卵黄緩衝液に よる精液稀釈が Qo~ に及ぼす影響を その時の脂質 と その比について調べた
ものが第30表である.各平均の Cho.'10mg!dl， T. Lipid 1247mgjrll， Cho.-T. Lipidの比
0.330の卵黄緩衝液で精液稀釈をおこな うと ，その時の QOzは55.5μl/ccとなり その Q02に
対する Cho.は423mg/dlT. Lipidは1338mg/dl，Cho.-T. Lipidの比は0.310となる.又各
平均の Cho.405mgjdl， T. Lipid 1253mgjdl， Cho.-T. Lipidの比0.334の稀釈液で精液稀




を調べた.稀釈精液の脂質含量の変化は Cho. は 400~417mgjdl ， T. Lipid は1257~1417




































.cho.は170mg/rlt，T. Lipidは746mgj，lt，Cho.-T. Lipidの比は 0.271となる.又 Cho.65
mg/dl， T. Lipid 618mgjdl， Cho.-T. Lipidの比0.112の稀釈液で稀釈をおこなうと ，その




稀釈精液の脂質含量の変化は Cho. は1l2~177mgjdl， T. Lipicl は732~932l1lg/d/， Cho.-
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No.1 65.2 415 1388 
No.2 49.5 425  1265 
No.3 48.9 1318 
No.4 58.4 430 1382 
平 均 55.5 423 1338 









400 I 1023 0.391 




Table 31 Q02と脂質，コレステロ ルー 総類脂質比との関係(2)
脱 脂 乳 稀 釈 精 液
Q02 良好区 Q02 不良区
. --_ I コレステ 1_.一 レ久テ
牡牛番号|Q02 lU571鰍脂質! 土土~. I!¥:仲間IQ02 1:ど271総樹脂質 土 土
ー~L血性し回配主(~g/dl)!盤側盟主也一一←ー出血)L.\lE.g且!)し(!E.~川監塑塑):~
No.1 48.2 175 447 0.459 No.5 5.0 
No.2 33.3 210 1053 。ι204 No.6 37.9 
No.3 30.8 165 817 0.219 No.7 8.0 
No.4 31.5 130 671 0.203 No.8 41.7 
平均 40.2 170 746 0.271 平 均 23.1 
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量的関係がないことが明らかになった.脱脂乳の脂質組成においては， Cho. は 50~1l0
mg/ ，ll で平均は 65~105mg/(ll ， T. Lipid は 518~600mg/rll で，平均は 618~571mg/rl/. ，
Cho.-T. Lipid の比は0.ü70~0 .203で平均は0 .112~0.185で Cho. の変動が顕著で‘あるために
Cho.-T. Lipidの比は不安定である.中西 (1931)の牛乳中の Sterol量0.01~0 .02mg/lOO川l
について検討すると稀釈に用いた脱脂乳のCho.はその数値の変動が顕著である.この脂質
組成の不安定な脱脂乳で稀釈した M.Sにおいても Q02の良好区と不良区が生じた.その
H寺の QOzとM.Sの脂質組成をみると， Q02 が30.8~48.2μ ，!ccの時，又 Qo宮が5 .0~41.7μl/cc
の時においても Cho.，T. Lipidの含量，又その比が，その時の稀釈液より高い数値を示し





Fig. 5. @ 
)1刷旨手Li夜稀釈精液の Q02と脂質， コレ ! 日
ステロー ノレ←総煩脂質比のH寺則的変化 υ ω
。々:4P1318@ 。 O 
。 s 
0・ O @ 
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0.330に比較して， 0 . 308~ 
0.312になるように，原精
械を稀釈する必要がある.
1¥1. Sの Q02 を高く保持す
るには， Cho.-T. Lipidの
比が関係するが，脂質組成
稀釈液には Nishikawa，Y & Waide， Y79)の考案になる卵黄緩衝液，並びに脱脂乳を用
いて精子濃度 1ml中2億に供試精液を稀釈した.精子活力を酸素要求量 (QOz，μl/c)で
表示して，稀釈液の Qoz位及ぼす影響について検討すると，全般的に卵黄緩衝液による稀
釈精液 (E.S)が，脱脂乳による稀釈精液仏I1.S) よりも Q02の保持に勝れていることが
確証された.M.Sは原精液の QOzに近い精子活力しか示さないこともあるが，ある実験
区では"E.Sの Q02よりも良好な ζ ともあり，又 E.Sに於てもある時期に Q02の悪い実
験区が出て来る ことがある.この現象を，その時用いた稀釈被と比較検討してみると，卵
黄緩衝液の脂質組成はコレステローノレ (Cho.) に於ては 400~410mg/dl で，平均は 405~
1 '.11 
'14 !t九|幾 fi包 .~ぴに iW 7-活力に及ぼす休校成分俊助の影響一一一 ;t'ï劫:
410mgjd/，総類脂質 (T.Lipid)に於ては，102:~ '~ 1482mgldlで，平均は 1247 .~ 125:~mgldl，
そのCho-T.Lipiclの比は0.277.~O . 39 1. で，平均は0.330~0.:J:)4 であって，各j脂質とその比の
平均は略一定した数値を示して U、る.このことを Robert，P. C∞k90)が人間の Cho.には季
節的変化は現われないが，個人差は顕著で， 1定商，最低の差は:lO%伎であるとの報告・に対




質組成並びにその比をみると， Q02 が良好なH寺，即 ら 48 . ~) .~65.2/.t1./cc で，平均55.5μllcc の
H寺に於ては， E.Sの Cho，T. Lipicl合駄が，その時の卵黄緩衝液よりも高められ，Cho-
T. Lipidの比がその時の卵黄緩衝液の比よりも低u、数値を示すように原精祝賀が稀釈された




について，慣用飼料で，精般の予備試験を行v'，~W ~r活力の正常なこと，良11 ち ~I十85~90 を
確めた後，原精首長，稀釈液のコレステ H /ーレー総類脂質比を調べ同時に精子-数2億Il.mlの
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globulin， r-globu1inの増加の変化がある時，又 Albuminの減少に伴って， r-g1obulinの
顕著な減少がある時，又 A1buminの減少に伴って， a-globulinの減少，ん一globulinの異
常増加がある時には精子形成過程の細胞に Nucleus-hydrops，Pylmosis， Hyp巴rp1asia，細胞
の崩壊が現われてくる.然し， A1buminが相対的な減少を示しても， sl-g1obulin， r-g1obulin 
が増加しているH寺， Albuminが減少し，且つ r-glob111inが減少しても血清総蛋白が増加す
る1寺， Albl1minが異常に培加し， α-globulinの顕著な減少のある時には造精機能は回復












の増加によって影響が大であることがわかった.このことは J.Avigan， H. A. Ed巴r& D. 
St巴inberg3Uの血清脂質のすべては本質からみて蛋白と結合しているという報告から血清蛋
自の変化とコレステロールが共同的に造精機能に影響を与え，又M.W. Wiliams et a195)の
Organic Phosphate parathionを用いることによって犬の血清Albuminの減少と， s-globulin 
の培加があったという報告から， Albuminの減少と s-globulinの増加は生理機能の異常を
あらわすものと思われる.次に精液蛋自の組成成分を B.L. Larson， Relph， S. Gray & G. 




ーではない.然し Alb-Pと Glob-Pとの比が安定しているものではQozは高く， Glob-P 
(r)， Glob-P2 (戸)，の分画出来ないものでも， Glob-P3(α)は安定している.又その比が高く
てQozが一般的に高い数値を示す時には， Glob-P2 (s)， Glob-P3 (α)， Alb-P4が減少して，
Glob-Pl (r)， Alb-P5が増加する傾向にある.その比が不安定なる時には一般的にQOzは低
くその時の分画においては Glob-P3(α)は増加して Alb-P5の変化が顕著にあらわれる時
である.又 Alb-Pが減少する時には Glob-P(s)， Glob-P3 (α)の増減が伴って，その時の
Qozは， Alb-Pの増加に伴う Glob-P3(α)の増加時よりも低い数値を示す.これらのこと
より ，Qozには Glob-P3(α)が関係して，この Glob-P3(α)の緩衝的変動によって，Globulin 
様蛋白が減少して， Albumin様蛋白が高い時に概して Q02は高い傾向にある.このGlob-



















主主~)L機能並びに情子活力に及ぼす (1;液成分変動の彬響一一有森 7 
分の時期的変化，血清蛋白と血清脂質と造精機能と の関係，精液蛋白と精液J!旨質と精子活
力との関係並びに精子活力と稀釈液との関係から調べた結果，次のことが明らかになった.
1.受胎率を雄側からみると月別の変動があり 4月 5月に低く G月に上昇して 8月
に再び低下し， 9月に最高になり， 10jjから減少し始めて，ゆるい低下が続くようになる.
又個体的にも月別の変動があらわれる.
2‘精子活力のよい精液程 Alkalinephosphataseは低い傾向を示し， Acid phosphatase 
の量的変化は顕著でなく，未成熟精子の多いと思われる精液におし、ては Acid-phosphatase
が増加し， Alkaline-phosphatase，の量的変化がおこる.


























脂質の比が原精液を稀釈することによって稀釈精液の Q02 (精子活力を酸素要求量 QU2，
μl/ccで表示)への影響をみると卵黄緩衝液稀釈精液においてコレステロールと総類脂質の
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ZU8smmenfs88un9 
Ueber einen Einflus von Ver品nderungenc1cr Zusammensetzung einiger Korperflussiglceiten 
auf Hodentatigkeit und SpermienbewegJichlceit. 
Die Veranderungen in der Zusammensetzung der Korp巴rflussiglceitenbeeinflussen die Funktion 
der Hoden und die Lebenskraft der Spermien. Damit werclen erlcJart ; 
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1) der Prozentsa(z der Konzeptionen・
2) die zeitweilige V巴randerungder Zusammensetzung des Eiakulats， 
3) die Beziehungen zw四;hender lipoidalen Substanz im Ejakulat und der Sp巴rmatogenese，
4) die Beziehungen zwischen G巴samteiweisssowie lipoidaler Substanz im Blutserum uncl Lehens-
I<raft der Spermien uncl 
5) das Verhalten der Leb巴nskraftvon Spermien im verclunnten Sperma. 
acl 1) Die Konzeptionen nach insgesamt 3698 Besamungen mit Sp巴rmavon白 dreiBullen .zeigen 
iahreszeitliche Schwankungen : Sie li巴genniedrig in April uncl Mai， steigen an im Juni， falen 
wieder ab im August. Sie erreichen ein Maximum im September und beginnen im Oktober， 
wiecler abzufallen bis zum n詰chstenJahr. 
ad 2) Guter Samen mit hoher Lebenskraft zeigt im algemeinen geringere Alkali-Phosphatasewerte 
bei normalen Saure-Phosphatasewerten， wahrend schlechter Samen erhohte Saure-Phosphatase-
werte bei wechselnclen Alkali-Phosphatasewerten aufweist. 
Zwischen c1er Succinyl-Dehyclrogenase uncl d巴rLebenskraft c1er Spermien ¥Vurcle kein巴Beziehung
gefunclen. 
Die Zusammt:msetzung cles Futt巴rshat folgencle Einf!usse auf dieLebenskraft cler Spermien : 
1) Bei einem en宮enN詰hrstoffverhaltnis(mit巴inemrelativ hohen Proteinanteil) steigt die Zahl cler 
Spermien an aber es besteht keine Beziehung zwischen dieser Zahl uncl der Lebenskraft cler 
Spermien. 
2) Wenn das Nahrstoffverhaltnis in kurzer Zeit enger wircl (clurch reichliche Zugabe eiweissreichen 
Futters)， sinkt cler Serum-Albumin-Anteil. uncl Serum-{:II-unclんAnteilnehmen zu. Beieinem 
langeren Bestehen dieses engen Verh邑ltnissesfallen Albumin-und r-Globu¥in-Anteile ab. 
3) 'vVenn das Nahrstoffverh邑ltnisschnell weiter wird und fur eine langere Zeit bestehen bleibt， 
sinkt der Albumin-Anteil ab und (:Irsowi巴 r-Globulin-Anteilesteigen stark an. Zu dieser Zeit 
zeigen die spermatogenen Zelen Degenerationserscheinungen， hauptsachlich Hyperplasie， Kern-
Hyclroges， Pyknose. 
4) Wircl clas N邑hrstoffverhaltnisextrem eng， so steigt der Albumin-Anteil. Wenn clie Abnormalit邑e
ten entweder beim Albumin odel' bei11 Globulin auftl'eten， linclet die Degeneration der Spenni-
den erst in clen Tubuli seminiferi sta仕.
Zwischen clem Nahrstoffverhaltnis und der lipoidalen Substanz bestehen folgende Beziehu'ngen : 
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